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8 ブ ドウのルーツとウイノ文化の発達史 関本五郎
9 リ/ゴのルーツとヨ-ロノバの食文化 岡本五郎














テキス トは用いfよい 参考沓 樋口浦之箸 ｢E]本食物史｣柴田書店.神崎芸武者 ｢食の民族学-El本






オフィスアワー .岩山詳･]L(TeJ.251183兆) 金唯EH3.30-15 00 農学部 1号飴2階北側
200 2年版
主脚 斗EI(自然との共生) 後期 謙茸番号 911629
【授業科目】 作物のルーツと栽培の歴史 木曜 .2限
cropandMan- ltshistoricalaspect 選択 2単位
【主題キ-ワード】 食料
【浸薫内等キーワード】園芸作軌 食文化.A箕技術発達史.品捷改良.iI伝子解析
【対象草生】 1.3.4年次 :全 2年次 :全 (工を除く)
【担当教官】 景山詳弘 .桝田正治 .田本五郎 .加藤鎌司 【所JZ】 農学部






【到連目標】 日常生活の中の食物 .食材について,その丘頚や改良.生産 .利用技術の発達の歴史Tlとの
娼広い知見を得ることによって.食について多面的に巴まするようにな L).健全に生きるこ
との基本である各人の食習1や.健康的な食生活について改めて考えるようになる.


















参考書 :樋口清之著 ｢日本食初更｣柴田書店_神崎宣武著 r食の民族学-日本人は何を食べ



























































































(文葉社､2002)の第3章第1節 ｢誰にとってのFDか- 岡山大学学生 ･教員FD検討会がめざすもの- ｣
などがある｡
(2)本学では93年度より毎年1回､主として教務関係の教員を中心に教育問題に関する諸問題を扱う ｢全学シンポジ
ウム｣を教員だけで開催していたが､前年の第7回シンポジウムではパネリストの一人に卒業生を呼んだことか
ら多少の学生が参加し､それがきっかけとなって第8回では企画段階から学生を参画させようということになっ
ていたのである｡
-186-
京都大学高等教育研究第8号 (2002)
(3)当初は推薦が間に合った学生33名､教員8名でスタートした｡
(4)この考え方は､例えば､文部科学省高等教育局医学教育課が2000年6月にまとめた報告書 ｢大学における学生生
活の充実方策について｣などに顕著に出ている｡同報告書では､本検討会のような組織の必要性も説かれている｡
(5)岡山大学広報誌 『いちょう並木』第4号 (2001年10月刊)では本検討会が特集記事として紹介されているが､そ
こでの対談記事の中で学生委員の一人がこの趣旨の発言をしている｡
(6)千葉大学のこの組織については､例えば､南塚信吾 ｢大学における学生参加｣(『大学教育学会誌』第22巻第2号､
2000)などに紹介されている｡
(7) この他､金沢大学の ｢総合科目企画学生委員会｣や立命館大学のオリクー団活動等､類イ以の活動が全国で多様に
展開され始めており､最近ではそれをっなぐネットワークづくりも試み始められている｡
